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Cisco UCS E シリーズサーバの概要
Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）は、次世代の Cisco UCS Expressサーバです。 E
シリーズサーバは、サイズ効率、重量効率、電力効率に優れたブレードサーバのファミリであ

り、Generation 2 Cisco Integrated Services Router（ISR G2）に収容されます。これらのサーバは、
オペレーティングシステム（Microsoft Windowsや Linuxなど）上でベアメタルとして、あるいは
ハイパーバイザ（VMware vSphere Hypervisor™、Microsoft Hyper-V、Citrix XenServerなど）上で仮
想マシンとして導入される、ブランチオフィスアプリケーション向けの汎用コンピューティング

プラットフォームを提供します。
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次の図に、ハイパーバイザを使用した Eシリーズサーバの導入例を示します。

図 1：ハイパーバイザを使用した E シリーズサーバの導入例

Eシリーズサーバ上にホストされた仮想
マシン（ハイパーバイザが Eシリーズ
サーバ上で動作している場合のみ）

4クライアントデバイス1

エンタープライズストレージデバイス5Eシリーズサーバ管理コンソール2

ハイパーバイザまたはベアメタルのオペレー

ティングシステムを実行している Eシリー
ズサーバが搭載された Cisco ISR G2ルータ

3

Eシリーズサーバは、Cisco 2900シリーズまたは 3900シリーズ ISR G2に搭載されます。次の E
シリーズサーバがサポートされています。

• UCS-E140S：シングル幅の Eシリーズサーバ

• UCS-E140D：ダブル幅の Eシリーズサーバ、4コア CPU

• UCS-E160D：ダブル幅の Eシリーズサーバ、6コア CPU

• UCS-E140DP：ダブル幅の Eシリーズサーバ、4コア CPU、PCIe搭載

• UCS-E160DP：ダブル幅の Eシリーズサーバ、6コア CPU、PCIe搭載

サーバハードウェア
次の表に、Eシリーズサーバに関するハードウェア情報を示します。
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表 1： E シリーズサーバハードウェアの概要

UCS-E140DP および
UCS-E160DP ダブルワイド E
シリーズサーバ（PCIe 搭
載）

UCS-E140D および UCS-E160D
ダブルワイド E シリーズ
サーバ

UCS-E140S シングルワイド E
シリーズサーバ

機能

ダブルワイド SMダブルワイド SMシングルワイド SMフォームファクタ

Intel Xeon™

E5-2428Lおよび E5-2418L

Intel Xeon™

E5-2428Lおよび E5-2418L

Intel Xeon™

E3-1105C

CPU

4コアおよび 6コア4コアおよび 6コア4コアCPUコア

3つのスロット3つのスロット2つのスロットDIMMスロット

8～ 48 GB

DDR31333MHzRDIMM1.35
V、4 GB、8 GB、および 16
GB

8～ 48 GB

DDR31333MHzRDIMM1.35
V、4 GB、8 GB、および 16
GBをサポート

8～ 16 GB

DDR31333MHzVLPUDIMM
1.5 V、4 GB、および 8 GB
をサポート

RAM

RAID 0および RAID 1RAID 0、RAID 1、および
RAID 5

RAID 0および RAID 1RAID

SATA、SAS、SSD、および
SED

SATA、SAS、SSD、および
SED

SATA、SAS、SSD、および
SED

Storage Type

SAS 10K RPM、SATA 7200
RPM、および SAS SSDドラ
イブ1

2台のドライブをサポート

SAS 10K RPM、SATA 7200
RPM、および SAS SSDドラ
イブ1

3台のドライブをサポート

SAS 10K RPM、SATA 7200
RPM、および SAS SSDドラ
イブ1

2台のドライブをサポート

HDD

200 GB～ 2 TB200 GB～ 3 TB200 GB～ 2 TBストレージ容量

2ギガビットイーサネット
インターフェイス

2ギガビットイーサネット
インターフェイス

2ギガビットイーサネット
インターフェイス

内部ネットワークインター

フェイス

2 USBコネクタ

2 RJ-45ギガビットイーサ
ネットコネクタ

1管理ポート

1 VGAポート

1シリアル DB9

2 USBコネクタ

2 RJ-45ギガビットイーサ
ネットコネクタ

1管理ポート

1 VGAポート

1シリアル DB9

1 USBコネクタ

1 RJ-45ギガビットイーサ
ネットコネクタ

1管理ポート

1 KVMポート（VGA、1
USB、1シリアル DB9をサ
ポート）

外部インターフェイス
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UCS-E140DP および
UCS-E160DP ダブルワイド E
シリーズサーバ（PCIe 搭
載）

UCS-E140D および UCS-E160D
ダブルワイド E シリーズ
サーバ

UCS-E140S シングルワイド E
シリーズサーバ

機能

2921, 29512、3925、3925e、
3945、3945e、4400

2921、29512、3925、3925e、
3945、3945e、4400

2911、2921、2951、3925、
3925e、3945、3945e、4400

ルータプラットフォーム

2900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

3900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

2900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

3900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

2900 ISR G2—1 Eシリーズ
サーバ

2951 ISR G2—2 Eシリーズ
サーバ

3925 ISR G2—2 Eシリーズ
サーバ

3945 ISR G2—4 Eシリーズ
サーバ

ルータプラットフォームあ

たりの Eシリーズサーバの
最大数

1 Eシリーズサーバ内のすべてのハードウェアドライブは、同じタイプのストレージデバイス（すべて SASドライブ、またはすべて SATAド
ライブ）にインストールする必要があります。

2 2921および 2951は 4コアのみサポート。

サーバソフトウェア
Eシリーズサーバには、3つの主要なソフトウェアシステムが必要です。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

次の図は、ソフトウェアと Eシリーズサーバの関係を示しています。

図 2：サーバソフトウェア
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CIMC ファームウェア

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、マザーボードに組み込まれている独立した管
理モジュールです。専用のARMベースのプロセッサが（メインサーバCPUから独立して）CIMC
ファームウェアを実行します。システムには、現行バージョンの CIMCファームウェアが付属し
ています。 CIMCファームウェアは更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

CIMCは、Eシリーズサーバ用の管理サービスです。WebベースのGUIまたは SSHベースの CLI
を使用して、サーバにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

BIOS ファームウェア

BIOSは、システム内のハードウェアを初期化し、ブート可能なデバイスを検出し、それらを指定
された順序でブートします。オペレーティングシステムを起動したり、オペレーティングシス

テムが使用するハードウェアを設定したりします。使いやすいBIOS管理機能により、ハードウェ
アを操作したり、使用したりできます。他にもBIOSでは、システムを設定したり、ファームウェ
アを管理したり、BIOSエラーレポートを作成したりすることもできます。

システムには、現行バージョンのBIOSファームウェアが付属しています。BIOSファームウェア
は更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

メインサーバ CPUは、オペレーティングシステム（Microsoft Windowsや Linuxなど）上または
ハイパーバイザ上で動作します。Microsoft Windows ServerまたはVMware vSphere Hypervisor™が
事前にインストールされた状態で Eシリーズサーバを購入することも、自分でプラットフォーム
をインストールすることもできます。

次のプラットフォームが Eシリーズサーバ上でテスト済みです。

• Microsoft Windows：

◦ Windows Server 2008 R2 Standard 64ビット

◦ Windows Server 2008 R2 Enterprise 64ビット

• Linuxの場合

◦ Red Hat Enterprise Linux 6.2

◦ SUSE Linux Enterprise 11、サービスパック 2

◦ Oracle Enterprise Linux 6.0、アップデート 2

•ハイパーバイザ：

◦ VMware vSphere Hypervisor™ 5.0、アップデート 1

◦ Hyper-V（Windows 2008 R2）

◦ Citrix XenServer 6.0
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E シリーズサーバの管理
次の表に、Eシリーズサーバで使用される管理インターフェイスを示します。

表 2：E シリーズサーバ管理インターフェイス

説明管理インターフェイス

ホストルータと Eシリーズサーバを設定します。Cisco IOS CLI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用されるWebベー
スの GUI。

CIMC GUI

Eシリーズサーバのアクセス、設定、管理、およびモニタに使用される SSHベー
スの CLI。

CIMC CLI

サーバ設定およびステータスを表示し、SimpleNetworkManagementProtocol（SNMP;
簡易ネットワーク管理プロトコル）を通じて障害およびアラート情報を送信しま

す。

SNMP

E シリーズサーバオプション
Eシリーズサーバは次のオプションで提供されます。

•オプション 1：オペレーティングシステムまたはハイパーバイザがプレインストールされて
いない Eシリーズサーバ

•オプション 2：Microsoft Windows Serverがプレインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。

このオプションを購入すると、Microsoft Windows Serverライセンスが事前に
アクティベートされます。

（注）

•オプション 3：VMware vSphere Hypervisor™がプレインストールされた Eシリーズサーバ

Eシリーズサーバを購入するときに、イネーブルにしておきたいRAIDオプションを選択で
きます。
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プレインストールされた VMware vSphere Hypervisor™のデフォルトユーザ名
は rootです。これは変更できません。デフォルトパスワードは passwordで
す。ログイン後に、パスワードを変更することを推奨します。

（注）

次の図に、Eシリーズサーバのオプションを示します。

図 3：E シリーズサーバのオプション
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オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストー

ルされていないオプション 1 - E シリーズサーバの基本的なワークフ
ロー

次の図は、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事前にインストールされていない

オプション 1 - Eシリーズサーバの基本的なワークフローを示しています。

図 4：基本的なワークフロー - オプション 1
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次の手順は、オプション 1ハードウェア（オペレーティングシステムまたはハイパーバイザが事
前にインストールされていない Eシリーズサーバ）のみを購入した場合に、実行する必要がある
タスクの参照情報です。

手順

目的コマンドまたはアクション

「Eシリーズサーバのルータへのインストール」
を参照してください。

Eシリーズサーバをルータにイ
ンストールします。

ステップ 1   

「CIMCアクセスの設定」を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IPア
ドレスを設定します。

ステップ 2   

「CIMCへのアクセス」を参照してください。CIMCにアクセスします。ステップ 3   

「RAIDの管理」を参照してください。RAIDを設定し、ディスクドラ
イブをブート可能にします。

ステップ 4   

「オペレーティングシステムのインストール」を

参照してください。

オペレーティングシステムをイ

ンストールし、必要に応じてド

ライバをインストールします。

ステップ 5   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを

応じて、次のいずれかを実行します。

ルータとEシリーズサーバ間の
内部接続を設定します。

ステップ 6   

•アプリケーションまたはオペレーティング
システムに対するトラフィックをルータ経由

にしない場合、サーバのホストオペレーティ

ングシステムを使用して Eシリーズサーバ
の外部 GE2または GE3インターフェイスを
設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティング
システムに対するトラフィックをルータ経由

にする場合、Cisco IOSCLIを使用して、ルー
タと Eシリーズサーバ間の内部接続を設定
します。「ルータと Eシリーズサーバ間の
接続の設定」を参照してください。

Microsoft Windows Server が事前にインストールされているオプション
2 - E シリーズサーバの基本的なワークフロー

次の手順は、Microsoft Windows Serverが事前にインストールされているオプション 2 — Eシリー
ズサーバを購入した場合に実行する必要があるタスクの参照情報です。
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手順

目的コマンドまたはアクション

「Eシリーズサーバのルータへのインストール」を
参照してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   

「CIMCアクセスの設定」を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシ

ステムを使用してEシリーズサーバの外部GE2
または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと E
シリーズサーバ間の内部接続を設定します。

「ルータとEシリーズサーバ間の接続の設定」
を参照してください。

「CIMCへのアクセス」を参照してください。CIMCにアクセスし、CIMCか
らMicrosoft Windows Serverに
アクセスします。

ステップ 4   

VMware vSphere Hypervisor が事前にインストールされているオプショ
ン 3 - E シリーズサーバの基本的なワークフロー

次の手順は、VMware vSphere Hypervisor™が事前にインストールされているオプション 3 — Eシ
リーズサーバを購入した場合に実行する必要があるタスクの参照情報です。

手順

目的コマンドまたはアクション

「Eシリーズサーバのルータへのインストール」を
参照してください。

Eシリーズサーバをルータに
インストールします。

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

「CIMCアクセスの設定」を参照してください。CIMCアクセス用の CIMC IP
アドレスを設定します。

ステップ 2   

ルータを経由するトラフィックにするかどうかを応

じて、次のいずれかを実行します。

ルータと Eシリーズサーバ間
の内部接続を設定します。

ステップ 3   

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にしな

い場合、サーバのホストオペレーティングシ

ステムを使用してEシリーズサーバの外部GE2
または GE3インターフェイスを設定します。

•アプリケーションまたはオペレーティングシス
テムに対するトラフィックをルータ経由にする

場合、Cisco IOS CLIを使用して、ルータと E
シリーズサーバ間の内部接続を設定します。

「ルータとEシリーズサーバ間の接続の設定」
を参照してください。

「CIMCへのアクセス」を参照してください。CIMCにアクセスし、CIMCか
らVMware vSphereHypervisor™
にアクセスします。

ステップ 4   

このガイドで使用される共通用語
次に、このガイドで使用される共通用語をまとめます。

表 3：共通用語

説明用語

Cisco Integrated Management Controller

CIMCは Eシリーズサーバの管理サービスです。 CIMCはサーバ内で動作します。 CIMCを
使用して別のサーバへのアクセス、設定、管理、およびモニタを行えます。

CIMC

コマンドラインインターフェイス。CLI

Integrated Management Controller.

IMCは Cisco IOSコマンドによって CIMCを設定するときに使用されます。

IMC

ボード管理コントローラ。BMC
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説明用語

オンボード LAN

共有 LOMインターフェイスは CIMCアクセスを設定するために使用されます。

LOM

Redundant Array of Inexpensive Disks

RAIDは Eシリーズサーバデータファイルを保存するために使用されます。

RAID
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